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常
陸
大
宮
市
議
会
６
月
議
会
に
新
婦

人
の
会
の
方
が
中
心
と
な
り
１
０
６
６

人
の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「東
海

第
２
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
陳
情
」

は
、
１
２
月
議
会
で
も
結
論
を
出
さ
ず

に
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回

定
例

議
会
は

２
月

２
６

日
に
開

会
し
ま

す

請
願
・陳

情
は
、２

月
１
９
日
（火

）

ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

日本共産党のホームページを
ご覧ください・。

http://www.jcp.or.jp/

当
市
で
は
若
林
霊
園
、
石
沢
霊
園
、

小
貫
霊
園
に
１
０
５
２
区
画
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
墓
地
需
要
の
増

加
か
ら
、
現
在
は
新
た
に
使
用
で
き
る

墓
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
度
、
候
補
地
と
し
て
上
村
田
の
大

宮
農
村
改
善
セ
ン
タ
ー
北
側
（
元
養
鶏

場
跡
地
）
の
山
林
１
万
９
６
１
９
㎡
が

決
定
し
、
１
月
１
７
日
の
臨
時
議
会
で

２
８
４
４
万
７
５
５
０
円
で
購
入
す
る

こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

新
設
さ
れ
る
公
営
墓
地
整
備
の
概
要

（案
）は
、
墓
地
数
が
５
０
０
区
画
以
上
、

墓
地
規
格
は
４
㎡
か
ら
１
０
㎡
の
間
で

完
成
は
平
成
２
６
年
度
で
す
。

自
公
民
３
党
は
、
「３
党
合
意
」
を
結

び
、
大
増
税
と
社
会
保
障
の
改
悪
を
共

同
で
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本

共
産
党
は
、
多
数
の
国
民
の
声
を
代
弁

し
、
安
倍
政
権
と
「
増
税
連
合
」
に
正
面

か
ら
対
決
し
て
い
き
ま
す
。

デ
フ
レ
不
況
の
最
大
の
原
因
は
働
く

人
の
所
得
が
減
り
続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
に
に
消
費
税
税
率
が
１
０
％

に
な
れ
ば
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
１
か
月
分

の
給
料
（
３
１
万
１
千
円
）
が
消
費
税
に

消
え
、
消
費
の
縮
小
で
地
域
経
済
に
も

企
業
経
営
に
も
大
打
撃
で
す
。
家
計
消

費
と
内
需
を
直
撃
す
る
大
増
税
は
、
デ

フ
レ
不
況
化
で
論
外
。
財
政
も
こ
わ
し
ま

す
。安
倍
内
閣
の
経
済
政
策
は
、
デ
フ
レ

不
況
脱
出
に
は
な
ん
の
効
果
も
な
か
っ
た

も
の
ば
か
り
で
す
。

内
需
が
冷
え
込
ん
で
い
る
と
き
に
日

銀
が
資
金
を
い
く
ら
供
給
し
て
も
、
企

業
の
投
資
に
は
ま
わ
せ
ま
せ
ん
。
ム
ダ
な

東
海
第
２
原
発
の
再
稼
働
阻
止
・
廃

炉
実
現
の
請
願
・
陳
情
は
、
新
た
に
「
境

町
」
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
県
内

自
治
体
の
過
半
数
を
超
え
、
２
４
自
治

体
と
な
り
ま
し
た
（１
２
月
２
０
日
現
在
）。

大
企
業
の
内
部
留
保
２
６
０
兆
円
の

１
％
を
自
社
の
社
員
の
た
め
に
使
う
だ

け
で
１
万
円
の
賃
上
げ
が
７
～
８
割
の

企
業
で
可
能
。

労
働
者
派
遣
法
の
改
正
で
正
規
雇
用

を
原
則
に
し
、
均
等
待
遇
の
ル
ー
ル
を
つ

く
る
。
中
小
企
業
に
は
国
が
手
当
て
し
な

が
ら
最
低
賃
金
を
時
給
１
０
０
０
円
以

上
に
。
買
い
た
た
き
を
や
め
さ
せ
、
大
企

業
と
中
小
企
業
の
公
正
な
取
引
ル
ー
ル

を
。

大
型
開
発
バ
ラ
マ
キ
は
経
済
成
長
に
つ
な

が
ら
ず
残
っ
た
の
は
借
金
の
山
…
失
敗

ず
み
の
政
策
を
く
り
返
し
て
大
増
税
。
こ

れ
で
は
事
態
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
ま
す
。

新春

２月１７日（日） 午後２時開会
駿優教育会館（水戸市三の丸）

弁 士 参院議員 紙智子

参院茨城選挙区予定候補

小林きょうこ

主催

日本共産党茨城県委員会

日
本
共
産
党
茨
城
県
委
員
会
は
１
月

１
８
日
、
記
者
会
見
し
、
参
院
茨
城
選

挙
区
（
定
数
２
）
に
小
林
き
ょ
う
子
氏

＝
新
＝
を
擁
立
し
て

た
た
か
う
と
発
表
し

ま
し
た
。

紙 智子

(62)

「賃上げでデ
フレ不況を脱

却す る春闘
にしよう」と
訴える、全労

連・国民春闘
共闘の経団
連包囲行動。

＝１月２２日、
東京・丸の内

携帯用
ホームページ

日
本
共
産
党
の
金
子
・
堀
江
両
議
員

は
１
２
月
２
７
日
、
市
長
と
教
育
長
あ

て
の
１
４
５
項
目
の
「
２
０
１
３
年
度

予
算
と
施
策
に
対
す
る
要
望
書
」を
提
出

し
ま
し
た
。
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金子すぐる議員

０９０-１９９４-７６９６

堀江かくじ議員

０９０-４８２４-０７９７

堀江鶴治議員

１２月１８日質問

日
本
共
産
党
の
堀
江
鶴
治
議
員
は
、

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
問
題
な

ど
４
項
目
の
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

（
堀

江
議

員
）
８
月
１
０
日
に
成
立
し

た
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
は
、
社

会
保
障
制
度
を
破
壊
す
る
と
ん
で
も
な

い
悪
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
市

長
）
こ
の
法
は
民
主
・
自
民
・
公
明

の
３
党
合
意
に
よ
っ
て
成
立
。
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
を
設
置
し
、
そ
こ

で
の
議
論
を
基
に
、
社
会
保
障
制
度
の

改
革
を
お
こ
な
う
の
が
主
要
な
ね
ら
い
と

理
解
し
て
い
ま
す
。

（
堀

江
議

員
）
社
会
保
障
制
度
改
革
推

進
法
で
は
、
社
会
保
障
に
対
す
る
徹
底

し
た
公
費
、
国
庫
負
担
金
や
自
治
体
単

独
事
業
や
国
保
へ
の
地
方
財
政
の
繰
入

な
ど
、
地
方
自
治
体
へ
の
負
担
の
削
減
を

進
め
、
国
民
生
活
の
た
め
に
使
う
お
金
を

削
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
喫
緊
の

改
悪
で
生
活
保
護
の
給
付
水
準
を
引
き

下
げ
に
つ
い
て
国
の
平
成
２
５
年
度
予

算
編
成
の
中
で
も
、
出
て
き
て
い
ま
す
。

第
４
回
定
例
議
会
は
１
２
月
５
日
か

ら
２
０
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１
０
６
６
名
の
署
名
を
添
え
て
提
出

さ
れ
て
い
た
「
東
海
第
２
原
発
の
再
稼

働
を
認
め
な
い
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
」
は
９
月
議
会
に
続
い
て
今
議
会
で

も
結
論
を
出
さ
ず
に
、
ま
た
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

今
議
会
に
は
地
域
主
権
改
革
関
連
の

法
律
改
正
等
に
よ
り
、
条
例
の
新
規
制

定
・
一
部
改
正
な
ど
多
く
の
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
、
緒
川
中

学
校
耐
震
改
修
工
事
設
計
委
託
料
３
２

５
５
万
円
、
大
宮
中
学
校
耐
震
改
修
工

事
設
計
委
託
料
３
３
２
９
万
６
０
０
０

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
工
事

は
２
６
～
２
７
年
度
の
２
か
年
計
画
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
営
墓
地
特
別
会
計
で
、
新

設
霊
園
造
成
工
事
設
計
委
託
料
・
土
地

購
入
費
な
ど
新
設
公
営
墓
地
整
備
費
と

し
て
４
７
４
９
万
３
０
０
０
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

２
人
の
教
育
委
員
会
委
員
（
５
人
で

構
成
）
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
菊
池
泰
弘

氏
（
昭
和
１
８
年
生
、
照
田
）
と
星
野

幸
子
氏
（
昭
和
３
８
年
生
、
鷹
巣
）
が

提
案
さ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
に
は
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
、
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

「
安
全
・
安
心
社
会
を
実
現
す
る
た
め
公

（
市

長
）
生
活
保
護
費
等
社
会
保
障

費
等
の
公
費
の
削
減
も
検
討
さ
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
堀

江
議

員
）
社
会
保
障
費
の
財
源
の

集
め
方
は
、
税
で
あ
れ
、
社
会
保
障
費

で
あ
れ
、
一
人
一
人
の
能
力
に
応
じ
た

負
担
、
応
能
負
担
を
原
則
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
最
低
生
活
費
か
ら
は

税
金
を
取
ら
な
い
と
い
う
生
計
費
非
課

税
の
原
則
が
徹
底
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

（
保

健
福

祉
部

長
）
原
則
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
所
得
・
収
入
に
応
じ
て
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
し
、
そ
の
よ

う
に
負
担
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
堀

江
議

員
）
社
会
保
障
制
度
改
革
推

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
て
デ
マ
ン

ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

の
大
き
な
可
能
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

当
市
の
連
携
計
画
の
柱
で
あ
る
「市
民

バ
ス
を
主
と
し
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
従
と

し
た
市
内
公
共
交
通
」そ
の
も
の
を
抜
本

的
に
見
直
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

安
曇
野
市
で
は
５
地
域
を
各
２
台
の

１
０
台
で
運
行
し
、
４
台
は
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
年
間
９
万
人
の
利
用
者
で
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
で
は
１
０
台
ま
で
制
御

可
能
と
聞
い
て
い
ま
す
。
緒
川
と
美
和

を
一
緒
に
し
て
４
地
域
を
各
２
台
の
８

台
で
運
行
し
、
２
台
は
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
需

要
に
十
分
応
え
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
料
金
を
見
直
す
（現
在
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
３
０
０
円
を
低
く
）こ
と
も

必
要
で
す
。
市
内
公
共
交
通
は
、
過
疎

化
と
高
齢
化
の
進
む
当
市
に
と
っ
て
、
持

続
可
能
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
持
続
・

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

進
法
で
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど
の

運
営
は
保
険
料
を
基
本
と
し
、
不
足
す

る
部
分
を
公
費
で
負
担
す
る
と
い
う
憲

法
２
５
条
を
棚
上
げ
に
す
る
内
容
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
推
進
法
は
実
施
さ
せ
な

い
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
市

長
）
推
進
法
の
条
文
か
ら
は
、
指

摘
の
保
険
料
の
範
囲
内
で
給
付
を
お
こ

な
う
と
い
う
よ
う
に
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
国
民
会
議
で
の
本
格

的
な
議
論
を
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
当
市
の
公
共
交
通
を
考
え
る
上
で
必

要
な
の
は
利
用
者
の
実
情
で
す
。
市
民

バ
ス
、
民
間
路
線
バ
ス
の
コ
ー
ス
ご
と
、

時
間
帯
ご
と
の
利
用
者
の
実
人
数
は
ど

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
政

策
審

議
監

）
現
在
、
市
民
バ
ス
の

各
コ
ー
ス
停
留
所
ご
と
の
乗
降
者
数
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
路
線
バ
ス
の
利
用
者

数
は
調
査
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
金

子
議

員
）
市
民
バ
ス
と
路
線
バ
ス

は
競
合
し
て
い
る
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
し
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
す
べ
て
の
コ
ー
ス
が

競
合
し
て
い
ま
す
。
山
方
・
美
和
・
緒
川

な
ど
で
は
病
院
等
へ
の
バ
ス
が
以
前
か
ら

定
着
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
も
含
め

て
利
用
者
の
実
情
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

当
市
の
公
共
交
通
計
画
は
見
直
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

（
政

策
審

議
監

）
（
市
民
バ
ス
の
）有
料

化
の
問
題
、
民
間
路
線
バ
ス
等
の
問
題

も
あ
る
の
で
、
全
体
的
な
見
直
し
を
す
る

に
は
現
時
点
で
い
つ
と
は
言
え
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
近
い
う
ち
に
計
画
を
見
直
し

て
、
持
続
可
能
な
市
の
公
共
交
通
を
確

立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
市

長
）
私
も
こ
の
公
共
交
通
は
最
初

か
ら
思
い
入
れ
が
強
い
の
で
、
一
生
懸
命

努
力
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
金
子
議
員

の
質
問
に
対
す
る
現
時
点
で
の
答
弁
と

し
ま
す
。

（
金

子
議

員
）
私
は
安
曇
野
市
の
新
・

務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充

実
を
求
め
る
陳
情
書
」
（
全
労
働
省
労

働
組
合
茨
城
支
部
常
陸
大
宮
職
安
分
会

提
出
）
１
件
だ
け
で
し
た
。
総
務
常
任
委

員
の
金
子
議
員
は
、
採
択
を
主
張
し
ま

し
た
が
、
不
採
択
、
継
続
審
査
等
の
意

見
を
の
べ
る
委
員
も
あ
り
、
多
数
決
で
継

続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

今
議
会
の
一
般
質
問
は
８
人
が
お
こ

な
い
ま
し
た
が
、
大
宮
地
域
以
外
議
員

の
質
問
は
毎
回
お
こ
な
っ
て
い
る
日
本
共

産
党
の
堀
江
鶴
治
議
員
の
ほ
か
は
１
人

だ
け
で
し
た
。

金子卓議員

１２月１８日に質問

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
、
市

内
公
共
交
通
の
問
題
な
ど
５
項
目
の
一

般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

（
金

子
議

員
）
議
会
総
務
常
任
委
員
会

は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
中
心
と
し
た
運

行
を
し
て
い
る
長
野
県
安
曇
野
市
の
「新

・
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
」
を
視
察
し
ま
し

た
。い
ま
だ
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

そ
の
他

の
質

問

■
「道
の
駅
」整
備
事
業
（議
会
広
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

■
要
介
護
者
・生
活
保
護
者
の
原
因
疾
患

■
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
と
国
保
税

■
公
民
館
分
館
の
活
動
費
・事
業
費
、
配
置

生
活
保
護
費
な
ど
社
会
保
障

費
を
削
ろ
う
と
し
て
い
る

税
・
社
会
保
障
費
は
一
人
一
人

の
応
能
負
担
に
応
じ
て

憲
法
の
規
定
を
棚
上
げ
に
す

る
推
進
法
で
は
な
い
の
か

そ
の
他

の
質

問

■
中
学
校
の
統
合
問
題
（議
会
広
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

■
烏
山
御
前
山
線
、
彦
沢
線
の
道
路
整
備

■
シ
イ
タ
ケ
農
家
支
援
、
原
発
か
ら
の
撤
退


